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＜連絡事項＞

・10月18日（火）10時～浴室のカビ清掃に朱夏が入ります

・10月18日（火）PM、病棟リネン庫の新しい鍵の取り付けに入ります。

　リネン庫用の鍵が新しく準備されます。

・委員会欠席予定の際には、忘れずにフロー申請を行なって下さい。

・八戸短大実習生、今週2週目の実習になります。

　（今期八短実習は終了）

・402号室の常夜灯の電球交換済み

・暖房について（稼働時間）

　　3･4Fの各部屋　4時～8時・13時～21時

　　3Fホール　5時～20時

　　ユーティリティー　8時～9時30分・11時～14時・20時～22時30分・3時～6時

　　※各部屋やユーティリティーについては、こちらでスイッチを入れての対応になる

　　　ので、スイッチのオンオフを行なって下さい。節電対応になります。

　　　

＜患者様連絡事項＞

・宮本　建蔵様～19日佐々木泌尿器科受診

　　　　　　　　早朝尿検体持参の容器を家族からあずかっている。→19日深夜実施

・宮澤　涼太様～16日準夜帯で母様の面会あり。青山荘入所申し込み用紙持参なし

・畠山　正雄様～西舘SWがついての外出（お金引き出し）については、具体的な日時

　　　　　　　　は決まっていません。本人にも説明してあります。

・内田　都影様～今週より服薬自己管理開始となります。

　　　　　　　　退院後の生活を予定しての服薬理解、生活管理

　　　　　　　　18日（火）～1日分セット

　　　　　　　　19日（水）～3日分セット

　　　　　　　　22日（土）～3日分セット

　　　　　　　　25日（火）～7日分セット

・大上　なみ様～本日日赤受診。（10時10分～12時05分）

　　　　　　　　今回で通院は終了、悪化時の受診での対応。

　　　　　　　　引き続き、脱肛時は環納での処置対応を継続とのこと。

＜今週の予定＞

　17日（月）　ENT支援委員会

　18日（火）　ENT支援委員会　　院内研修（感染予防）　　KN様退院時処方確認

　19日（水）　院内研修（感染予防）　　JM様社協職員との話し合い　　シーツ交換

　20日（木）　ENT支援委員会

　21日（金）　ENT支援委員会　　KN様14時退院　　モップ交換　　法人日帰り旅行

　22日（土）　NI様退院前訪問看護15時30分

＜要注目患者様＞

・野月　利章様～土日を通じて臥床時間多く経過。日課（食事や服薬）にあわせての

　　　　　　　　声かけを必要とし、その後に本人が行動を起こしている。

　　　　　　　　喫煙は自分から求めてくる。

　　　　　　　　本日も臥床、スタッフの声掛けに体調不良の言葉は返してくる。

　　　　　　　　朝・昼食とも促しは必要であるが、レストランで食事は摂れる。

　　　　　　　　→21日14時ENT。

・千葉　光広様～13日転入後の体調や日課取り組みの変化はなく経過。

　　　　　　　　前回の北病棟での経緯（確証はできていないが）

　　　　　　　　　7月27日西病棟から転入、その後より約1ヶ月間の間に洗面所の

　　　　　　　　　物品破損、服薬カレンダーの紛失などがある。

　　　　　　　　　8月23日に4F部屋に移動、準夜で患者様の内服の紛失？

　　　　　　　　　8月24日、環境調整の為に西病棟へ移動する。

　　　　　　　　　→本人観察と共に、環境全体のラウンド時の観察を行う

・畠山　正雄様～14日転入、初日は睡眠不良あるがその後は休めている。

　　　　　　　　対話などはゆっくり、日課取り組みの落ち着きもある。

　　　　　　　　　→あせらないように気分を続けていく支援を行っていく

＜退院支援委員会＞

・高橋　康満様～9月末から10月始めにかけての家族からの情報なし（家族から連絡

　　　　　　　　入る事での連絡まちの状況である）

　　　　　　　　→家族（工藤様）に連絡を再度実施

・飯田　修子様～自宅退院にむけていくが、母様の状況により調整中。

　　　　　　　　→母の退院が明日にはっきりしていれば、今月中には退院でOK

　　　　　　　　22日（土）退院前訪問看護実施計画

　　　　　　　　　

・村舘　ミネ様～その後の進捗なし

　　　　　　　　AOMとの話し合いでは、全てに拒否の意向の家族介入（退院支援）での

　　　　　　　　限界ケースである。緊急時の対応（本人死亡などなど）についての確認

　　　　　　　　だけは何らかの方法で確認は必要。

　　　　　　　　→本人のお金の状況もはっきりしないままでの家族管理が続き、何も

　　　　　　　　　しないで下さいの状況がどうにかできないものか。

＜伊藤医師受け持ちケース＞

・飯田　修子様～退院前訪問指導指示箋は主治医確認、10月22日（土）15時30分で決定

　　　　　　　　現在の臨時薬は、同内容で処方あり。26日（水）からは定期に切り替え。

　　　　　　　　今週の外泊や外出については、母様が退院した事の確認ができた上での

　　　　　　　　許可として診察で説明されていましたが、その後には母様から18日退院

　　　　　　　　の連絡あり、予定通りでの外泊など予定となる。（主治医も確認済み）

・村舘　ミネ様～両大腿部の痛みを訴えている。

　　　　　　　　固定されたテーブルなどにつかまり、つかまり歩行での筋力アップを

　　　　　　　　アドバイス受けている。

　　　　　　　

